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要旨本文 

 

自転車シェアリングサービスは、一定の地域内に設置されたサイクルポートを活用し、借

りた場所とは異なるポートに返却が可能な交通手段である。この利便性の高さから、都市部

を中心に普及が進んでおり、環境負荷の軽減や交通の効率化に貢献している。 

 

自転車シェアリングサービスの歴史を振り返ると、1960 年代のオランダ・アムステルダ

ムで始まった「ホワイトバイク」プロジェクトがその起源とされる。この取り組みは、当時

の社会的課題に対応するため、放置自転車を再利用し無料で提供するというものであった。

その後、日本においても 1980年代から社会実験が実施され、2010年代以降、多くの都市で

本格的なサービスが展開されている。近年では、サイクルポートの設置数や利用者数が右肩

上がりに増加しており、交通インフラの一環としてその重要性が認識されている。 

 

自転車シェアリングサービスの大きな利点は、利便性と環境負荷の軽減にある。スマート

フォンを活用したアプリで簡単に利用でき、通勤・通学や観光といった多様な場面で活用さ

れている点は、多くの利用者に支持されている。また、自動車移動と比較して二酸化炭素の

排出量が大幅に少ないことから、環境面でも重要な役割を果たしている。特に、都市部にお

ける短距離移動においては、交通渋滞の緩和や放置自転車問題の改善に寄与している。 

さらに、健康面での効果も見逃せない。自転車の利用は心肺機能や筋力の向上に役立ち、

生活習慣病の予防にも有効である。特に、膝や腰への負担が少ない運動として、幅広い年齢

層に適している点が注目される。また、自転車シェアリングサービスを利用することで、移

動の自由度が向上し、日常生活や観光における利便性が大きく向上することが考えられる。 

 

一方で、課題もいくつか考えられる。例えば、サイクルポートの不足や違法駐輪の問題で

ある。利用者が駅や商業施設周辺に自転車を集中して停めることで、ポートが溢れ、歩行者

の通行を妨げる事例が後を絶たない。また、ポート設置には限られた土地と資金が必要であ

り、これらの課題がサービス拡大の大きな障壁となっている。さらに、サービスの収益性も

重要な課題であり、利用料だけでは運営コストを賄いきれないケースが多く、自治体の補助

金や他事業からの収益に依存している状況が続いている。 

 

他国の事例を見ても、同様の課題が確認される。例えば、中国ではポートレス型のシェア

リングサービスが普及したが、放置自転車の増加が社会問題化した。このように、利用者の



マナーや運営側の管理体制が不十分である場合、サービスが地域社会に悪影響を及ぼす可

能性もある。日本と世界に共通する課題として、利用者ニーズを反映した運営の最適化と、

効率的な資金運用が挙げられる。 

さらに、近年注目されている電動キックボードは、自転車シェアリングサービスと同様に

短距離移動を目的とした交通手段であり、特に都市部での利用が増加している。運転免許が

不要で利用できる点は、手軽さを求める現代のニーズに応えているが、自転車同様、安全性

や交通ルールの遵守が課題として挙げられる。 

 

今後、自転車シェアリングサービスをさらに普及させるためには、いくつかの具体的な施

策が必要である。サイクルポートの増設は喫緊の課題であり、特に駅前や観光地、商業施設

などの高需要エリアへの設置が求められる。また、利用料金の見直しや利用方法のさらなる

簡略化、そして利用者への周知活動を強化することで、より多くの人々が気軽にサービスを

利用できる環境を整える必要がある。加えて、ポート密度を高めることが利用機会の増加と

収益性の向上につながるとの研究結果もあり、これを踏まえた戦略的な施策が重要である。 

 

本稿を通じて、自転車シェアリングサービスが持つ可能性と課題を明確に示すことがで

きたと考える。このサービスは、環境問題の解決や都市部での交通課題の緩和、さらには健

康促進や地域活性化に貢献する重要な移動手段である。一方で、課題に対する適切な対策と、

利用者ニーズに応じた柔軟な運営が求められている。今後の展望として、自転車シェアリン

グサービスが持続可能な社会の実現に向けて、より広く普及し、進化していくことを期待し

たい。 

 


